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要 旨

ウォー カー ・ハ ミル トンは1934年 に生れ、2冊 の短 い小 説 を残 して、1969年 に若 くして亡 くなった。

本稿 は彼の2作 目の小説ADragon'sLife(「 ドラゴンと ともに』)を と りあげ、作 家ウ ォーか 一 ・ハ ミ

ル トンの紹介 としたい。

『ドラゴン とともに』(1970年)は64歳 にな る売れ ない役 者、サ ムソ ン ・ス ワンロー ドを主人公 に し

た、現代 の ピカレス ク小説で ある。主 人公 は化粧 品会社の宣伝 の ドラゴ ン役 に応募す るが、痩せ過 ぎて

いる と言 う理由で、落 ちて しまった。 ナイ ロン製 の ドラゴンに惚 れ込 んだ彼 は、その衣装 を盗 んで逃走

す る。 ドラ ゴン姿の主人公 は逃走 の旅 の途 中で、人生の裏街道 を行 くさま ざまな人物 に出会 う。小説 は

それ らの人 々との出会い を通 して、 自分の人生 は失敗で あった との思 いか ら抜 け きれないサム ソン・ス

ワ ンロー ドの内面 を探 求 してい く。物語 は彼 が駐 車場の番人 になるために、元 の町へ戻 る決心 をつける

ところで終 わる。主人公が役者 であるこ とか ら、小 説 は最初 と最後 の章が戯 曲形式 で書かれてお り、 さ

らに2章 か ら10章 まで は主人公 の独 白体(モ ノロー グ)で 書かれ ている。青年の繊細 さ と老人の諦め

の入 り交 じった独 白に、お伽話 の軽妙 さが加 わった作 品で ある。

ウ ォー カ ー ・ハ ミル トン とい う作 家 は1934年 、 ス コ ッ トラ・ン ド南 部 の 、 か つ て ラ ナー クシ ャー

とい う州 で あ っ た 地 方 の エ ア ドリ ー(Airdrie)と い う町 に生 れ た。 父 親 は鉱 夫 で あ っ た とい う

が 、・そ の父 親 か ら読 書 の 趣 味 を受 け継 ぎ、 職 業 を点 々 と した あ げ く、2冊 の 著 書 を残 して 、1969

年 に亡 くな っ た。 ま だ三 四、 五 歳 の 若 さで あ る 。最 初 の小 説 はAlltheLittleAnimalsと い う もの

で 、1968年 に出 版 され た。ADragon'sLafeは 彼 の2冊 目に して 最 後 の作 品 で あ る 。 これ は1970年

に、 遺 作 と してVictorGoliancz社 か ら出 版 され た が 、1973年 にはPenguinBooksか らペ イ パ ー ・

バ ック版 が 出 た 。 全 体 で わず か136頁(ペ イパ ー ・バ ック版)と い う短 い もの だ が 、捨 て が た い

魅 力 を持 った 作 品で あ る。 ハ ミル トン とい う作 家 が この ま ま 、消 え去 る運 命 に あ る の か 、 また は

さ さや か で も後 世 に残 っ てい くのか 、 こ の時 点 で は なん と も言 え ない が 、 お そ ら く今 が そ の分 岐

点 に あ る と思 わ れ る 。本 稿 で は彼 の 二作 目の 小 説ADragon'sLifeを 取 り上 げ 、 ウ ォー カ ー ・ハ

ミル トンの 紹 介 と作 品 の 解 説 を試 み た い 。

平成15年9月26日 受理*教 養部
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第一章ではADragon'sLifeと いう作品をその構成の点から考え、第二章では登場人物、第三

章で社会と時代背景について考えたあと、終章でウォーカー ・ハ ミル トンの今後の展望について

取 り扱うことにする。

1作 品 と構成

(ピ カ レ ス ク小 説)

ADragon's.Cafeの 主 人 公 は64歳 に な る 、 売 れ な い 役 者 サ ム ソ ン ・ス ワ ン ロ ー ド(Samson

Swanlord)で あ る 。彼 は役 者 と して 有 名 に な る こ と を 望 ん で い たが 、 夢 を果 せ な い ま ま、 今 も

仕 事 捜 しの毎 日で あ る 。 化 粧 品会 社 の 宣伝 で ドラ ゴ ン役 を募 集 して い る の を知 り、 オ ー デ ィ シ ョ

ン に赴 くが 、痩 せ す ぎて い る とい う理 由 で 、 今 回 も断 られ る。 せ りふ もな い 、着 ぐる み を着 て 歩

くだ け の役 だ った の だ が 、他 に仕 事 の あ て もない 彼 は、 失 望 し、 ドラ ゴ ンの着 ぐる み を持 っ た ま

ま町 を逃 げ 出 して し ま う。 ドラ ゴ ン に な る こ とに役 者 と して夢 を感 じて い た だ け に 、失 望 も大 き

か っ た の だ 。ADragon'sLifeは 売 れ な い 老俳 優 サ ム ソ ン ・ス ワ ン ロー ドが 現 実 か ら逃 走 し よ う と

す る物 語 と も言 え る だ ろ う。

小 説 は第 一 章 で 主 人 公 が ドラ ゴ ン役 の オ ーデ ィ シ ョン を受 け る場 面 を見 せ 、 二 章 か らは 語 り手

が 主 人公 に変 わ って 、 自 ら、 そ の 逃 走 の 経 緯 を物 語 る。 十 章 で主 人公 は 、足 に負 傷 して 、 そ の旅

を終 え るが 、 小 説 は彼 が 元 の 町 に戻 っ た そ の1年 後 の 姿 を垣 間見 る 、 第 十 一 章 で 終 わ って い る。

つ ま り、小 説 の ほ と ん ど は主 人公 の 旅 道 中で あ り、ス トー リー は そ の途 中 で彼 が 出 会 う さ ま ざ ま

なエ ピ ソ ー ドか ら成 り立 っ て い る 。 この小 説 は(1)主 人 公 が悪 党(rogue)で あ る とい う こ と、

(2)主 人 公 の旅 の 冒 険 物 語 で あ る こ と、(3)各 出 来 事 が 有 機 的 につ なが っ て い る わ け で は な く、

旅 先 で 偶発 的 に起 こ る出 来 事 の 寄 せ 集 め にす ぎ な い こ とか ら、一 種 の古 典 的 な ピ カ レス ク小 説 の

形 式 を踏 ん で い る と言 え る 。

ピ カ レス ク小 説 と言 え ば、16世 紀 か ら19世 紀 に か け て 、流 行 した 物 語 形 式 で 、 ス ペ イ ンの ア ル

マ ン ・マ テ オ(AlmanMateo)の 『ラサ リー リ ョ ・デ ・ トル メス の 生 涯 』(1554年)、 フ ラ ンス の

ア ラ ン ・レネ ・ルサ ー ジ ュ(.,-RendLesage)の 『ジル ・ブ ラス(GilBlas)』(1715-35年)な

どが 有 名 で 、 イ ギ リス で は ダ ニ エ ル ・デ フ ォー の 『モ ル ・フ ラ ン ダー スj、 ヘ ン リー ・フ ィー ル

デ ィ ン グの 「トム ・ジ ョン ーズ 』 な どが そ れ に あ た る。 ピカ レス ク小 説 は 中 世 ロマ ンス へ の 反 動

か ら起 こ っ た もの で 、悪 党(picaro)を 主 人 公 に、 そ の 活 動 を リ アル に描 くこ とを 目的 と してい

る1)。 もっ と も渡 辺 一 夫 ・鈴 木 力 衛 著 「増 補 フ ラ ン ス文 学 案 内 』(岩 波 文 庫)に よ る と、 「悪 党 」

と言 って も、 大 した悪 事 を働 くわ け で は な く、 い わ ば 人生 の 裏 道 に 生 き る人kを 指 す 。 そ して主

人 公 の 「悪 党 」 は、 人 生 の 裏 道 を彷 裡 しな が ら、社 会 の さ まざ まな 階層 の 人 物 に接 触 し、 い ろ い

ろ な悲 喜 劇 を演 じるが 、 そ の 間、 お のず か ら、社 会 全 体 に対 す る批 判 も行 なわ れ る、 とい う こ と

で あ る2)。ADragon.'sLafeの 主 人 公 も人 生 の 裏 道 を行 く一 人 で 、 しか も、そ の ほ とん ど を徒 歩 で 、

古 典 的 ピ カ レス ク小 説 そ の ま ま に、 街 道 を歩 い て道 中す る 。途 中 、何 回 か 路 線 バ ス に乗 り、 ヒ ッ

チ ハ イ ク もす るが 、 汽 車 や 電 車 に は一 度 も乗 らず 、 バ ス に乗 る の も夜 間 だ け 、 もっぱ ら人 目を忍

ぶ旅 道 中 で あ る 。
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途中、助けてもらったり、=逆に人助けもしながら、ヒッチハイクで知 り合った男たちや通 りす

が りに見かけた芸人など庶民の様子が描かれてい く。おのずから60年代か ら70年にかけてのイギ

リスの社会状況が浮ぴあがるしかけだが、各エピソー ドは繋がっておらず、つ ぎつ ぎに遭遇する

偶然のできごとである。この点でも、ADragon'sLifeは ピカレスク小説の型を踏襲 していること

は確かである。ただ、この現代のピカレスク物語は十八世紀の古典と異なり、単純、痛快な冒険

物語ではない。

(戯曲形式》

ADragon'sLifeは 主人公が役者であることから、全体の構成に一つの工夫がある。それはエ ピ

ローグとプロローグに当る一章と十一章が 「戯曲形式」で書かれ、二章から十章までは主人公の

独白体(monologue)で 書かれていることだ。

この小説は全部で11章 からなっているが、最初 と最後の章、つまり一章と十一章だけがスタイ

ルが異なっている。二章から十章までは主人公自身の語 りによる1人 称小説だが、一章 と十一章

は3人 称で、 しかも、動詞が全部現在時制で書かれている。また、一章 と十一章は内容的にも形

式式的にも非常によく似ている。内容から言えば、主人公の独 白が始まる前の導入と、独白が終

わった後のその後の物語を示すのだが、語 りの形式がこの2章 だけ異なるので、作品全体にお伽

話かファンタジーの印象を与え、また、繰 り返 しの効果 もあげている。さて、この短い小説の中

に、三人称 ・現在時制の形式 と一人称物語形式 と、二つの形式が同居 している意味は何だろう。

主人公が役者であるから、一章と十一章はプロローグとエピローグ、役者が舞台に登場する前の

序と退場 した後のフィナーレにあたると考えられる。一章 と十一章はほとんどせ りふだけで進行

してい くが、それ以外の地の文は、すべての動詞が現在形で書かれている。これは芝居台本でい

う 「ト書 き」形式 と考えるのが妥当だろう。通常、「ト書 き」は、イタリック体で、動詞の現在

時制を使 って書かれる。本編の一章と十一章の地の文は、イ タリック体でこそ書かれていないが、

現在時制を使 って書かれており、「ト書き」の慣例に従ったもの と考えられる。

さて、一章と十一章は内容的にも、よく似 てお り、主人公のサムソン ・スワンロー ドがオーデ

ィションを受けている場面である。

二つの章の違いはごく仔細 なことである。一章では太った男性の上司が、十一章では威厳のあ

る女性の上司になり、一章では金色の ドラゴンの着 ぐるみが、最終章では銀色の鎧 を着た騎士の

役 に変わっているだけである。また、オーディションを受けている男が背の高い男で、痩せすぎ

ていることを理由に、せっか くの役 を逃 してしまうところも、まった く同 じである。オーディシ

ョンの選考に立ち会 うのは、これもよく似た二人組。最初の章では化粧品会社の宣伝を受け持つ、

禿げ頭の男性 と眼鏡 をかけた男の二人、最終章では新作 のミュージカルを計画中の、中年の女性

と眼鏡 をかけた男性である。どちらの二人も上司 と部下の間柄で、二人の間に心理的な葛藤のあ

ることが両者の会話から読み取れるしくみである。二人は着 ぐるみの精巧な出来栄えには満足 し

ているが、中に入って演技をする人が痩せ過 ぎていることが気にいらない。

'Let'sthinkofaword
,'saysthebaldman.'Rotund?That'sit.It'snotrotundenough.That's
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theword.AmIright?'(p,5)s}

第一章のこの会話がほとんどそっくり十一章でも繰 り返される。

'Rotund?'saysthewoman
.'Oddwordtouse.Iagreewi血you血ough.Thereisn'tgirthat

thechest.Girth.Isn'tthatthewordyouwerelookingfor?'{p.135)

結局、オーディションを受けた男性は、「ふっ くらしていない(notrotundenough)」 ことが原

因で、仕事につ くことがで きず、 ドラゴンの着 ぐるみを持ったまま(騎 士は衣装を着たまま)、

こっそりその場を逃げ出してしまう。後 には太った男(十 一章では眼鏡の男)が 回転椅子に座っ

て、奇声 を発 しなが ら、いつまでも椅子をぐるぐるまわし続けているという、奇妙な場面で終わ

っている。

さて、この最初の章 と、最終章はとてもよく似ているが、よく似た場面であるという印象 を与

えるのが、作者の意図と思われる。一章で始まった物語は、最終章に至って、また振 り出しに戻

ってしまうのだ。物語は繰 り返す。ぐるぐる回る回転椅子のようなもので、話は一歩 も進まない。

人生とはそんなもの。そんな教訓を引き出せそうな寓意物語、現代のお伽話 としても読めるよう

な全体の構成である。

(役者の登場)

二章から文体は一人称に変わる。語るのはオーディションにもれ、 ドラゴン役 を断られた背の

高い、痩せ ぎすの俳優サムソン ・スワンロードである。ここからいよいよ役者が登場、彼の独 白

(monologue)が 始 まるのだ。彼は64歳 だが、年齢をご・まか してオーディションを受けている。

売れない俳優、俳優 を目指 し、 うまくいかず、それでもまだ夢を捨てきれない初老の男である。

1日約聖書の強力の英雄サムソン(Samson)と 、白鳥の王を意味するスワンロー ド(Swanlord)

の名前 を持ったこの男は、実は英雄 とはほど遠い、非力で繊細な神経の持ち主である。その彼が、

英雄的な名前を選んだこと自体、滑稽であるのだが、それは一面、彼の現実離れしたロマンティ

ックな性格 を表しているとも言える。そもそも彼がラピス ・ラズリのような青い目をした、金色

の ドラゴンに惚れんでしまうことからして、実際的な人のすることではない。

Chinesedragons.F廿e-brea血ingdragons.Flyingdragons.Luckydfagons.Evelybody

lovesadragon.(p.10)

というわけなのだ。せ りふもない、顔も見えない ドラゴン役に彼がこだわった理由は、長い間、

役 にあ りつけず、家賃を滞納 しているとい う事情 もあるが、ひとつには彼が本気で ドラゴンに惚

れ込んでしまったこともある。お伽話の世界にしか存在 しない ドラゴンになるために、手回り品

を鞄につめ、あ り金をまとめて、 ドラゴンの着 ぐるみ と共に、町を飛び出してしまう。この行動

は彼の役者らしい身の軽さを表 しているとも言えるし、彼の孤独な身の上が示されているとも言
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える。彼を現実に引 き止めるものは何 もなかったということなのだ。

皿 登場人物

(裏街道で出会 う人々}

主人公は逃走の旅の途中で、さまざまな人物 に出会う。彼が出会 う人々とのやり取 りから、主

人公の幾つかの側面が明らかになる。同時に、彼 を取 り巻 く社会の実態 も見えてくる。主人公が

出会う人物ごとに、幾つかのエピソードをあげてみよう。

まず、最初に出会 うのは、バッド(Bud)と いう名前の男である。彼 はねぐらを持たない本物

の小悪党である。主人公は町を出ようと決心したあと、まっす ぐバス ・センターへ行 くが、そこ

で突然、貧血を起こして意識を失ってしまう。そのとき親切に、'Youallright?'(p.15)と 聞い

て くれたのが、バ ッドである。彼は親切に介抱 して くれるが、実は、主人公の財布 を狙う介抱泥

棒だった。 しか し、親切にしてもらった主人公は、バッドに対 して悪い気持ちを持たず、仲良 く

なる。ね ぐらを持たない二人は行動をともにすることにし、一緒にバス ・センターを出て寝場所

を探す。途中、地下道で酔っ払いにか らまれ、臆病な主人公は怯えあがるが、バッドが酔っ払い

を殴 り倒 し、主人公を助け出す。その後、二人は夜の公園のベ ンチで夜を明かす。逃走の旅の第

一日目である。

バッドはほんものの小悪党で、'buffet'を「ブッフェット」 としか発音できないように、知性も

教養もない単純 な男だが、酔っ払いにか らまれた時には、狂暴な腕力を発揮 して主人公を驚かす。

しかし、バッドの単純な性格に、主人公はある種の信頼感を抱 くのである。バ ッドの頑丈 な肉体

に対 して、主人公の肉体的な弱さが強調される。主人公はすぐに貧血を起こすような脆弱な男で、

酔っ払いが向こうから歩いて くるのを見ただけで、すくみあがってしまう。 しかし、肉体的には

バッドにすがる形の主人公だが、精神的には明らかに、彼が優位に立っている。経験のある年長

者としてのゆとり、肉体労働ではなく、俳優 という知的な職業についているという自負。バッド

が俳優 という職業に尊敬の念 を抱いているのを知って、主人公のバ ッドへの信頼感が増 してゆ

く。

'Whatkindofactingdoyoudo?'hesaid
.

'There'sonlyonekind
.'

'Oh
.Films?'

'Notasyet
.'

'Telly?'

'1'mconsideringit
,butIfeelitwouldlimitmystyle.'

'1'veneverseenaplay
,'Budsaid.'Onthestage,Imean.Arealplay.'

置Youdon'tknowwhatyou'remissing
,'Isaid.'There'sno曲g血keiし'Ifeltmorekindly

towazdshim:Afterall,hemayhavehadanunluckytime,allthat.kindofthing.(p.27)
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二人の会話から、主人公が舞台俳優であり、映画やテレビにも出たいと考 えているが、そのチ

ャンスのなかったことがわかる。バ ッドと主人公は柵の破れ目から公園に入 り、噴水のある池の

そばのベンチで夜を明かす。星の明るい晩である。

Westrolleddownanavenueoftalltrees.Iwasstilllimping,butIwassofascinatedbythe

moonlit,starlitpark,thatIforgotaboutit.Itwasalargepark,welllaidoutwithflowerbeds

andsculptedbushesandplentyoftrees.Wewanderedpastornamentalpondsandoverwide,

lushstretchesofgrassuntilweca皿etoaplacewhere,behindahigh,boxhedge,the祀wasa

fishpondwithafountainatitscentre.Itwasasheltered,privatespot,andtherewereseveral

woodenbenches.(p.28)

ドラゴンを見たいというBudの 願いに答えて、主人公は ドラゴンの着 ぐるみを着て見せる。 ド

ラゴン姿で噴水のある池の周 りを一周 して、主人公は高揚 した気分になる。その時、バ ッドが ド

ラゴンについて何かせ りふを言ってくれ と言い出す。

Itwasagreatmoment.Icouldseehowimpressedhewas,andIwasflatteredthathewant-

edmetospeak,butTcouldn'tthinkofanything.Notaword,notascrapofpoetryabouta

dragon.(p.29}

役者は作家でも詩人でもないのだから、 ドラゴンのせ りふをひと言 も思いつかなかったとして

も無理はない。それにしても、せっか くの偉大な瞬間に気のきいたせ りふの一つも言えなかった

のは、凡庸な役者である証拠ではないだろうか。主人公は天才的な役者ではないのだ。バッドが

代わりに、 ドラゴンのせ りふを教え、主人公はそのせ りふを言って、 ドラゴン姿のまま池の周 り

をぐるぐる回る。星明りの下、夜の整形式庭園の幻想的な場面が描かれる。

Ilookeddownintothelittlefishpool.Thefountainatitscentrewasstillandthewaterwas

quiteclear.Thenamovementofthesurfacecaughtmyeye,andwhenIpeeredcloselyI

couldseeafish,frolickingwhitefishaboutsixincheslong.Itglidedamongthestemsof

waterplants,asleekbodyfringedwithdelicate,almosttransparentfins,trailinglikeragsof

SlllC.
'There'safishhere,Bud,'Isaid.
'Isitbigenoughtoeat?(p.30)

ドラゴンという想像上の動物にふ さわしい夢幻的な美 しさを備えた場面であ り、主人公の繊細

な感性の示される場面でもある。

眠りこむBudの 背中に、主人公は 「僕 は ドラゴンを盗んできた」(p.30)と 打 ち明ける。やが

て主人公 も眠 りに落ち、夢の中で魚のように眠 りの池を泳ぎまわる。
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(ドラゴンと森の乙女)

同じように、主人公のロマンティックな性格の示 されるのが火事と森の乙女の第五章である。

翌朝、バ ッドにそそのかされ、主人公は ドラゴンの着 ぐるみを着たまま、町の小 さなカフェに入

る。バ ッドは主人公の ドラゴン姿で人目を引 き付け、その隙に金を盗む計画だったのだ。心なら

ず も盗みの片棒を担がされた主人公は、ほうほうの態でその場を逃げ出す。途中、着替えを詰め

た鞄を失 くし、バッドとも離れ離れになり、着 ぐるみの ドラゴン姿のまま逃走せざるをえなくな

る。人目を忍んで道中するうちに、親切な運転手に拾われ、 ヒッチハイクの旅 となる。途中、油

を積んだタンクローリーが炎上する事故に遭遇 して、主人公はおもわぬ活躍 もした。人が逃げ惑

い、炎の燃え上がる事故現場で、主人公はドラゴン姿で、群衆の注意をひきつけ、彼 らを安全な

場所へ誘導することに成功するのだ。騒然とした火事の現場で、 ドラゴンの着 ぐるみを着た主人

公が、得意のダンスやパントマイムで、人々を先導するさまは、まるでハーメルンの笛吹き男の

ようである4}。映画の一場面を思わせるエピソー ドだ。

活劇の後は、対照的に静かなエピソー ドが用意されている。.騒動がおさまると、主人公は注 目

を恐れて事故現場を離れた。闇にまぎれて郊外の静かな住宅地を通 りかかった時に、彼は犬をつ

れた女性に声 をかけられ、親切にもてなされるうちに、一晩を一緒 に過ごす。女性は幼児学校

(infants'schoo1)5)の 教師で、経済的にも自立 した中年女性、 しかも一人暮 らしである。ここで

主人公は贅沢なお風呂にも入 り、ワインを飲み、女性教師とダンスをして楽 しむ。

AsIcameintotheroomshesaid:'Canyoudance?'

'Ifthere'sonethingIcando
,'Isaid,'it'sdance.'(p.55)

ダンス、女性、ワインという気取った組み合わせが、サムソン ・スワンロー ドにとって居心地

のいい領域であることが示される。ヴェラ(Vera)と いう名前のその女性は、なぜ異様な ドラゴ

ン姿の主人公を怖がらないのか、その理由を次のように説明する。それは彼女の秘密の森にあっ

た。 ヴェラは奥の一部屋に秘密の森 を持っている。それは彼女が 「盆栽(Bonsai)」 を配置 して

巧みにこしらえた人工の森、温室一杯に持えられた、一種の箱庭なのだった。

Shetookmerighttothebackofthehouse,unlockedadoor,andwewentintoalong

room.Itwasakindofconservatory,thewindowscurtainedonthreesides,andIcouldsee

whyTarzan[herdog]wasbarredfromtheplace:thereweretoomanytrees.Thewhole

roomhadbeenlandscapedwithsandandearthandafewcolouredrocks.Therewerehills

andvalleys,a皿dtherewasalake.

'1'llswitchontheriver
,'shesaid.

Shedidsome血ingwithswitchesinsideaboxrecessedintothewall,andtheordinarylight

bulbwentoutforamome皿t.The皿therewasamuchsofterglowfromconcealedlighting,

andIheardwater,runningwater.Ariverbed,whichIhadn'tnoticedbefore,begantofilland

glitter,andtheriverranthroughthetreesanddisappearedattheotherendoftheroom,a
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continuousflow,tinklingandsparkling.(p.55}

ヴ ェ ラは 「私 は 森 に 生 きて い る の(Yliveintheforest.〉 」 と言 う。 「他 の 場 所 にい る と きの 私 は 、

た だ そ の場 を しめ て い る にす ぎな い の よ(Xonlyoccupytherestoftheplace.)」(p,56)と い う

の で あ る。 現 実 離 れ した世 界 に生 きが い を見 出 す 女 性 と、 お 伽 話 の 中国 の ドラ ゴ ン、 さ らに 日本

の 盆 栽 を配 した 人 工 庭 園 の不 思 議 な組 み合 わせ 。 一 方 、 西 洋 には 、 ドラ ゴ ンは宝 を守 って い る と

い う言 い伝 えが あ り、英 語 で は 若 い女 性 を厳 重 に 監 視 す る怖 い お ば さん の こ とを ドラ ゴ ンと呼 ぶ 。

「森 の 乙 女 」 ヴ ェ ラ に と って 、 ドラ ゴ ン は守 り役 とい う こ とに な り、 従 っ て 、 主 人 公 の ドラ ゴ ン

姿 を怖 が らな い の で あ る。 川 が 流 れ 、風 が ミニ チ ュ ア の森 の 梢 を そ よ がせ る静 か な 瞑想 の 世 界 。

主 人 公 は この 人 工 の 森 に惹 か れ る もの を感 じ、 翌 朝 、 そ こ を立 ち去 る前 に 、 も う一度 ひ と りで こ

の 部 屋 を訪 れ る。

ウ ォ ー カ ー ・ハ ミル トンは 第 一 作 目のAlltheLittleAni≫aulsで も、 竹 の 林 を描 い て い る。 イ ギ

リ ス に 自生 す る はず の な い 竹 林 が 、 コ ー ン ウ ォ ー ル の 一 角 に茂 っ て い て 、 主 人 公 の青 年 を驚 か

す6)。 竹林 はサ マ ー ズ 氏(Mr.Summers)嫁 を表 し、 サ マ ー�aは 青 年 に とっ て 父 親 の よ う

な存 在 で あ る。 青 年 は サ マ ー ズ 氏 の も とで 心 の平 安 を 得 、 竹 に癒 さ れ る もの を感 じ る。 特 に、

風 に そ よ ぐ竹 の葉 ず れ の 音 が 、 青 年 を ひ きつ け る(PP.23-4)。 竹 とい い 、 盆 栽 とい い 、 異 国趣

味 、 東 洋 へ の憧 れ と言 っ て しま え ば そ れ まで だ が 、60年 代 末 とい う早 い 時期 に 、 そ う した もの

へ の憧 れ が 明確 に打 ち 出 され て い る こ と に注 目 した い 。 また 、 ヴ ェ ラ の森 も、 サ マ ー ズ 氏 の竹

林 も単 な る快 い 「癒 し空 間 」 で は な く、 二 人 の孤 独 な生 き方 と深 く結 び つ い て い る こ と に も注

意 した い 。 ヴ ェ ラ は一 人 暮 しの教 師 で あ り、 サ マ ー ズ 氏 も世 捨 て 人 の 生 活 を して い る 。 二 人 に

と っ て森 と竹 の 瞑想 空 間 は 「世 間 か らの 隠 遁 」 を意 味 す る もの な の だ 。

(お金持ちの画家)

六章の、お金持ちの画家 とのや りとりは、主人公の俳優 としての力量 を忍ばせるエピソー ドで

ある。

主人公が雨の中を歩いていると、また しても親切な トラックが主人公 を拾 って くれる。この小

説にはヒッチハイクの場面が多い。 トラッウの荷台にはもうひとり放浪仲間が乗ってお り、それ

がお金持ちの画家である。す りきれたッイー ドの上着を着た放浪者だが、よく見ると目の覚める

ような黄色のスェターは新品、上着 もズボンも仕立ての よい、上等な身な りという不思議 な人物

である。画家はぎらぎら光る目をし、威圧的な態度、札束でふくらんだ財布 を持っている。彼 は

パブリック ・スクール出身であることのわかるアクセ ントで、主人公に名前を尋ねる。主人公が

「スワンロー ド、サムソン ・スワンロー ド」 と答 えると、画家 は 「きま りが悪 くなるほど、長い

間私を見つめて」、ひと言、「君を覚えているよ(Irememberyou.)(P.62)」 と言う。

'Pridemyselfonmymemory
,'hesaid.'Can'trecalltheplay,orthetheatre,butIremember

you.Longtimeago.Youplayedayoungofficer.Historicalbitofnonsense.Notmuchofa

play,butyouweregood.Didit皿nlong?'
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'No
,'Isaid.'Notlong.'Herememberedme.MyGod.Allthoseyears.(p.62)

主 人 公 が 演劇 の 世 界 で,過 去 に どれ ほ どの 成 功 をお さ め た もの か 、 この 小 説 に は 書 か れ て い

な い 。 主 人 公 は七 章 で は 「(映画 で は)… いつ もせ りふ の あ る 端役 をの ぞ ん だ が 、 一 度 も も

ら え なか っ た」 と言 っ て い る(P.84)。 ま た 、九 章 で は 「私 は 本 能 的 に個 性 的 な脇 役 を演 じて し

ま う」(p.111)と も言 っ て い る 。 「喜 劇 は演 じた こ と が な い 、 ドラマ の 方 が 好 きだ っ た(p.119)」

とあ る か ら、 軽 い調 子 の 喜 劇 で は な く、 も っ ぱ ら深 刻 な 内 容 のdrama専 門 の俳 優 で あ っ た こ とが

わ か る 。俳 優 と して 成 功 をお さめ る に は至 ら なか っ た と して も、若 い 頃 に はそ れ な りの 脇 役 と し

て活 躍 して い た こ と を、 画 家 の 言 葉 は証 明 して い る わ け だ ろ う。 画家 は 主 人公 の ドラ ゴ ン姿 を キ

ャ ンバ ス に描 き、 主 人 公 は 「これ で 私 は 永 遠 の もの に な った(SoYhadbeenimmortalized。)」

(p.71)と 思 うが 、す ぐに それ を打 ち消 して、 「私 で は ない 、 ドラ ゴ ン だ。(No,notme,thedrag-

on.)」(P.71)と 考 え直 す 。 「私 な ん か何 で もな い の だ(Iwasnothing.(P.71))」 と。

皿 社会と時代背景

(庶民の生活と暴力)

旅の途中で、主人公は他にもいろいろな人物 と出会う。脂の臭いの充満する十 トントラックの

運転手一 彼は低級獣脂を輸送 しているのだ。大道芸人、労働者たち、市場の屋台商人。日曜日

の朝、車に拾ってくれた自称 「釣 り人」 これは週の六日はペンキ屋 ・装飾工 として働 き、日

曜日は釣 りと称 して1日 パブで仲間と騒 ぎ、ス トレスを発散 している善良な男だ。工事現場の深

夜作業員。どれも社会の下積みの人々、激 しい肉体労働 に励む人々である。この小説が書かれた

のは30年 も前だが、今この小説を読むと、 トランジスターラジオやヒッピーの男女など、60年代

のファッションが描かれている。当時、イギリスでは1957年 から続いたマクミラン内閣の後、64

年にウィルスン労働党政権が発足 し、70年 にはヒース首相のもとに保守党政権が成立 した。イン

フレ、ポンド危機、経済危機、EC問 題 と並んで、労働争議が大 きな社会問題 としてイギ リスを

悩 ませていた頃である。この小説にはヴェラをのぞいて、女性がほとんど登場せず、旅の途中で

主人公が出会うのは男性 ばか りである。中には兵士の兄弟や、大道芸人に危害を加える若者の よ

うに乱暴な者 もいるが、多 くは異形で放浪中の主人公 に親切である。彼 らに共通 しているのは、

浮世のしがらみからはずれて放浪 している主人公への羨望である。屋台商人は言う。

'Whatdoyoudowithyourself?'hesaid
.

'Dowithmyself?'

'Imean
,doyoujustwanderaround?'

Hewaslookingatmyshoesandmystainedcoatandatthewhitestubblea皿myface,and

foramomentYfeltabiteofanger.Iwasabouttodrawmyselfuptomyfullheightandtell

himthatTwasanactor-butIdidn't.

'Yes
,'Isaid.'Ijustwanderaround.'
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Hemadeaclickingnoisewithhis伽gue.'That曾swhatI曾dl止e.Nowo血es,noincome甑

Freeandeasy.Sti皿,can。thaveitallwayscanwe?'

'No
,'Isaid,'wecan't.'(p.103}

屋台商人にただの浮浪者だと見 られて、「一瞬、怒 りが込み上げ ・… もう少 しで背筋 をピ

ンと伸ばし、私は俳優なんだと言ってやろうかと」思 う主人公の気持ちも理解できるが、読者と

しては、放浪の生活 に憧れる屋台商人にも共感を抱 く場面である。九章の自称 「釣 り人」 も、

「そうはいっても」現実 に踏みとどまって働かざるを得ない 「普通の人々」の好例だろう。一章

と十一章の眼鏡の男 にも勤め人の悲哀が感 じられる。

主人公が出会うのは親切な人たちばかりではない。 ヒッチハイクをしながら旅を続ける主人公

を脅かすのは、暴力である。暴力はこの作品の最初から最後 まで様々な形でつきまとう。バ ッド

が地下道で酔っ払いを殴 り倒す時、あたりには血煙が飛び散った。ヒッチハイクで最初に乗せて

くれた大型 トラックの運転手は、サンドイッチやコーヒーをふるまって くれるやさしい人物だが、

追越 しをかけようとした女性 ドライヴァーに対 しては、口汚く罵 り、そのあまりの凄まじさに主

人公は震え上がる。画家のア トリエを出た後、嵐の中で主人公 を拾って くれた車には二人の兵士

が乗っており、ここでも暴力が描かれる。一人は弟で完全に酔 っ払ってお り、もう一人は兄で、

冷たい醒めた目をしていて、主人公はその目に憎悪 を感 じ取 っておびえあがるのだ。彼の目の前

で、酔った弟が兄に殴られる。

Isatthroughthepunishmentinsilence,untiltheyoungoneslumpeddowninhisseat.The

dゴversatbackandlitacigarette,andashesmokedIwatchedhiseyesinthe血moL

'Getout
,'hesaid.'Gotohell.'

'Yes
,'Isaid.(p.73}

後部座席にいた主人公に危害が加えられるわけではないのだが、暴力は常に主人公を脅かす。

(自分 自身 へ の 問 い か け)

も うひ とつ 、主 人公 を悩 ませ る の が 、 自分 は これ で よか っ たの か とい う問 い で あ る 。 ヴ ェ ラ の

家 で 一 晩 くつ ろ い だ 時 、 主 人公 は'MaybeIshouldhavegotmarried,Idon'tknow,thatcould

havebeenanotherofmymistakes.1(p.54)と 考 え る。 失 敗 を重 ね て きた とい う意 識 は 、繰 り返

し繰 り返 し、 主 人公 の脳 裏 に沸 い て くる。 主 人公 は役 者 だ か ら、時 々気 取 っ た ポ ー ズ で聴 衆 に語

りか け る よ う に、 見 得 を切 る こ とが あ るo'WhatdoyouthinkIam?JustbecauseI'manactor

doesn'tmeantosaythatI'mnotagentleman.lWasthatmelodramatic?DidIhamitup?1'm

sorry,Ican'thelpit,it'sinmybloodbythistime.Ican'tresistalinelikethat,Inevercould.'

(p.57)と い っ た調 子 で あ る 。 こ れ はADragon'sLifeに 一 貫 した文 体 の 特 徴 と もな って い る。

しか し、 章 が 進 む につ れ て 威 勢 の よい 気 取 っ た ポ ーズ は少 な くな り、 そ の代 わ りに 主 人公 が こ

れ まで の 人 生 を振 り返 っ て の 自問 自答 が 多 くな る 。転 機 と な る の は 、 七 章 の廃 駅 の場 面 で あ る。



中尾:ウ ォー カ ー ・ハ ミル トンのADragon'sLife 43

鉄道時代華やかな頃の面影を残す、とある廃駅で主人公は一夜 を過 ごす。レールのはがされた無

人のプラットフォームをぶらぶらするうちに、主人公の頭に、プラットフォームは舞台に似てい

るというとっぴな思いが浮ぶ。誰 もいないプラットフォームで、彼は思いつ く限 りのせ りふを朗

唱し、想像の観客の前で演技をする。これが作品のちょうど半ばのクライマックスである。主人

公が役者としての本領を発揮する場面でもある。 ところがその直後、疲れて休息している主人公

にうるさくつきまとう男が現れる。それは近所の住人で、主人公を浮浪者 と間違え、警察に通報

しようとしたのだ。主人公はこの男 に、'Oldfellalikeyou-'(p.81)と 言われて、ひどくプラ

イ ドを傷つけられる。「老人」 と呼ばれ、昔の 「ティック症状」まで現れた。'Oldfella'と見られ

たことは、彼にとってそれほど屈辱的であったのだ。

このあと、主人公の周囲には霧が立ち込め、天候が急激に悪 くなる。この小説は季節が早春に

設定されてお り、主人公が旅に出たのも、春の兆 しをいち早 くつかんだからという季節的な背景

があるのだが、 ぐずついた天候は後半に向かつてますます荒れ模様 となる。濃い霧が立ち込め、

何 も見えない中を主人公は廃線 となったレールの上を歩 きながら、これまでの俳優人生を考 え

る。

TheywouldalwayssayIwasn'tsuitable,tootallforsomethings,nottherightfaceforoth-

ers:earstoobigorsomethinglikethat.Allinall,Iwaswhatyoumightcall‐afailure.

(P.84)

自分 は結 局 、 役 者 と して'failure'であ っ た とい う思 い は 、彼 の名 前 へ の こ だ わ りに 集 中 す る。

Isaiditaloud:'SamsonSwanlord'.

Strengthandgraceandpower.Icalledout:'IamSamsonSwanlord,stronglordofthe

swans!'(PP.88-9)

サムソン ・スワンロー ド、強さと優雅さと力、雄雄しき白鳥の王。この名前は滑稽 だろうかと、

彼は考える。名前が重要であることは、ここに至 る前にも示されていた。画家のア トリエを出た

あと、主人公は打ち捨てられた古い案山子を見つけてこう語 りかけている。案山子は胴体が石鹸

箱で出来ていた。

'You'llnevergetanywherewithanamelikethat
,'Isaid.'lfyouwanttomakeacomeback

you'llhavetochangeit.Qualitysoap,whatkindofanalneis血at?Peoplehavedoneitof

course,butnotwithanamelikeQualitySoap.Lookatallthosechampionboxerswhocame

back,andcamebackagain.Theyhadthebigname,yousee?Thename'sveryimportant.'

(P.so)

自分 が'failure'で あ るの は、 サ ム ソ ン ・ス ワ ン ロー ドとい う名 前 の せ い か も しれ な い と主 人 公
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は考える。煩悶の末、彼はとうとう ドラゴンを脱 ぎ捨て、霧に閉じ込められたラウンドアバウト

で、事故車からレインコー トとオーヴァ・一オールを盗み出した。 ドラゴン姿を捨てて平服に戻る

決心をしたのは、役者としての自分に自信がもてな くなったからだろう。労務者のような姿にな

って、主人公は知らない町にたどり着 く。英国北部の労働者の町である。新聞紙にくるんだドラ

ゴンを小脇にかかえたまま、主人公は鉄道橋の上から、貨車が下を通過するのを見守った。

Eachwagonwascoveredwithgreentarpaulin,andeachtarpaulinsaggedinthemiddle

andheldapoolofclearrainwaterwhichsloppedasthetrainjerkedforward.Asthewagons

passedbeneathme,Ywasabletoseemyselfinthesecanvas-backedmirrors;themotionless

tophalfofahumanfigure,bareheaded,clutchingaparcelwrappedinnewspaper.

SamsonSwanlord:actor.

Tsawten,twenty,thirtyhalf-mentakeshapeandthenvanishagain,andastheyslipped

awayunderthebridgeTfeltmyselfgrowlighter:Iwantedtogowi血tllem,withthoseother

half-men.(pp.90-1}

目の下を通過する貨車の覆いに溜 まった水 に自分の姿が映る。その分 身に、彼 はSamson

Swanlord:actor.と 名づけるが、分身は貨車が通過するにつれて10,20,30と 増えっづけ、泡の

ように彼の視界から消え去って行 く。自分自身を客体化 し、現実か ら逃避 したい と願っている主

人公の印象的な場面である。主人公が自分自身に寄せる関心の深さには、青春小説を読むような

味わいがある。

(大道芸人)

旅のクライマックスは大道芸人との出会いである。役者サムソン ・スワンロー ドが、逃げ出し

た社会との対決を迫 られる場面でもある。土曜日の午後、休 日を楽 しむ労働者でにぎやかな町の

市場で、主人公は大道芸人の鎖抜けの芸を見物 した。芸人は筋肉質だが、疲れて、追い詰められ

たような目をしている。「この男には緊張 し耐えているというか、忍耐を限度一杯 まで引 き伸ば

してようや く持ちこたえているといった、一種の霊気(オ ーラ)が 漂っていたので」(p.91)、 そ

の芸を見届けることにしたのだ。自身は役者であり、彼の方は 「たかが大道芸人」にす ぎないが、

「彼に共感するものを感 じた」(p.91)か らであった。

芸人は始めのうちこそ野次馬連中を巧みにあやつって、見物 している主人公をわくわくさせる。

ところが、芸人の鎖の抜け方があまりに素早 く、あまりに巧みだったために、かえって芸が簡単

に見 えてしまい、見物人からは不満の声が盛 りあがる。帽子に投げ入れたコインを取 り返 しに行

く者まで出る始末。芸人は 「もう一度挑戦 しよう」と言う。見物人はまた人垣を作った。ところ

が、今度は酒に酔った二人の若者が、腕力に物を言わせ、芸人を鎖できつ く縛 りあげてしまう。

大道芸人に共感するものを感 じていた主人公にとって、芸人に加えられるゆえなき暴力は、彼

自身に加 えられた暴力も同然である。見物人は大喜びではや したてるが、歯 を食いしば り、顔面

を蒼白にしている芸人を見て、さすがにしんと静まり返る。冷たい雨の降る中、いつ しか見物人
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は散 り散 りになり、乱暴 をした若者もどこかへ姿を消す。誰 もいなくなった広場で、鎖で縛られ

た芸人の孤独な闘いが果てしなく続 く。もがき、身をくねらせ、懸命に鎖抜けの芸を演 じ、とう

とう肉にくい込んだ鎖から抜け出すことに成功する。だが、見物人は一人もおらず、コインも集

まらなかったのである。

主人公はこの一部始終 を、魅入られたように、見届けた。鋳鉄工業の盛んな英国北部の労働者

の町での出来事で、浮 き草稼業の主人公は芸人が子供か らも馬鹿にされる場面 を目のあた りにし

て、ひどく動揺する。

Ikeptthinkingoftheescape-artistinthemarketplace,andIfeltall血epainthathehad

seemedtobeabletocontrolandstifle.Wasthatsortofthingworthwhile?Certainlynotfor

themoney,andyet‐(p.104)

土曜 日の夜の華やかな雑踏の中を、人 目を避けて歩きながら、彼は、大道芸人があれほどの苦

痛を忍んで見せたあの芸に、いったいそれだけの値打ちはあったのだろうかと考える。僅かに慰

めとなったのは、広場の別の場所で、重量挙げの芸 を見せていた老人の姿である。老人は何度も

失敗 し、 しなびた筋肉をぶるぶる震わせてようやくバーベルを持ち上げたのだが、その拙い芸に

見物人は喜んでコインを投げていたのだ。

(旅の終わ り)

追い詰められた目で難 しい鎖抜けの芸に挑戦 した大道芸人と、屈託のない笑顔の重量挙げの老

人と、二人の対照的な大道芸人の姿は、俳優サムソン ・スワンロー ドの内面への沈潜を一層深め

ることになった。彼は感銘を受け、混乱 し、いっそヨナのように、鯨の胃袋に飲まれ、深い海の

底へ潜ってしまいたいと考える。しかし、現実の彼は ドラゴンの包みを抱え、みすぼらしい姿で、

誰からも顧みられないのである。

さて、多 くのピカレスク小説では、旅の終わりで、主人公 は改心をする。同時にそれなりの成

功 と心の平和を手にするわけだが、役者サムソン ・スワンロー ドの場合はどうだろうか。

彼の場合、問題は彼の周囲にあるのではなく、彼 自身の中にあった。もといた町に戻るしかな

いことが彼にもわかり始める。だが、大道芸人の苦痛を見届けた今、町に戻れば、役者 を捨て、

駐車場の番人になる しか道のないこともわかっている。彼の葛藤は彼が労働者の町を後にし、も

と住んでいた町へ戻 り始めた後も続き、決意のつかない彼の心中を表すように、旅の終わりは彼

にとって試練の連続 となる。まず、町に戻ろうと決めた夜、彼は人気のないゴルフ場の小屋で眠

るが、押 さえ難い思いを発散するかのように、ひとりでダンスに興 じる。着 ぐるみ着て、再び ド

ラゴン姿になり、月光に照 らし出された夜のゴルフ場で、人目に見つからぬよう黙って踊ったの

である。ところが、その翌日、これが最後 と覚悟を決め ドラゴン姿に戻 った主人公は、小さな少

女に見沓められ、ジプシーに追われて しまう。犬に足を噛 まれ、大事な ドラゴンは片方の翼を噛

み取 られてしまった。ほうほうの態で山の小 さな洞窟に逃げ込むが、そこでは雨に降 り込められ、

むなしく1日 を過ごす。その間も、自分が駐車場の番人にな りきれるかと、問い続ける主人公で
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ある。役者としてうまくやれなかったという自責の念は、執拗に彼を悩まし、洞窟の中で、彼は

自分の顔 をした巨大な指人形の幻に悩まされる。

彼の自分 自身との闘いの最後は、夜の工事現場である。黄色い人工照明に照 らし出された工事

現場 を、主人公は強引につっきろうとした。だが、高い土手をよじ登ろうとした時、土砂に足を

取 られ、脇に抱えた ドラゴンの包みを取 り落としてしまう。ブル ドーザーが走 り回り、濡れた大

地が波のようにうねる工事現場での、疲れきった主人公の闘いが示される。彼は、滑 り落ちた ド

ラゴンを拾い行 くが、後ろか らはブル ドーザーが迫って くる。 ドラゴンは滑 り落ちるとき、「両

手両足 を四方に広げ」、彼の前にその全身を現 した。

Icriedout,butthenoiseofthebulldozer'senginewaslouderthanmyvoice;thenitwas

toolate.Themachinemovedforwarduntilithadraisedthedragononahighwedgeofmud,

thenitjerkedtoonesideandpushedtheearthandthedragonovertheedgeoftheterrace.I

sawagoldengleamforaninstant,andthenthedragonwasgone.(p.129)

次の瞬間、主人公は巨大なブル ドーザーの進路にまっ逆 さまに落ちて行 く。

次に彼が気がつ くのは救急車の中である。ブル ドーザーに巻 き込 まれて負傷 した主人公が、病

院に運ばれるところで、彼の語 りによる第十章が終わる。

(物 語 は 続 く)

こ う して、 売 れ ない 役 者 サ ム ソ ン ・ス ワ ンロ ー ドの旅 は 、彼 が現 実 を 受 け 入 れ 、 も との 町 へ戻

り、 駐 車 場 の番 人 と して平 凡 に生 きて い く とこ ろ で終 焉 す る か に思 わ れ る 。 しか し、独 白 は こ こ

で 終 わ るが 、 ま だエ ピ ロ ー グが つ い て い る。 十 章 が 主 人 公 を病 院へ 運 ぶ救 急 車 の場 面 で 終 わ っ た

あ と、 十 一 章 で は再 び オ ー デ ィ シ ョ ンの場 面 が 示 さ れ る。 第一 章 と よ く似 た場 面 で あ る 。 一 端 終

結 す るか と思 われ たサ ム ソ ン ・ス ワ ンロ ー ドの物 語 は 、最 後 に 来 て 、 再 び振 り出 しに戻 っ て しま

う。

実 は 、主 人 公 の独 白 の最 後(十 章)の 部 分 で 、病 院へ 運 ば れ る救 急 車 の 中 で 名前 を尋 ね られ た

彼 は 、'Qh,that'snogood','Name'snogoodatall.Neverbroughtmeanyluck.'(p.130)と 答 えて

い る。 と ころ が 、 そ の 時 、 彼 の 目 に 、`STELMQ'SHQSPITAL.'と い う名 前 が 見 え る 。 救 急 車 は

'St
.Elmo'sHospital'の 車 だ っ た のだ 。 これ を見 て 、 主 人 公 の 頭 に ひ らめ く ものが あ った 。 彼 が傍

らの看 護 婦 に名 前 を聞 くと、看 護婦 は 「ロー ズ よ」 と教 え て くれ た。

Ithoughtaboutit.

StElmo‐

Rose‐

ElmoStRose.Yes,Iliked血at.Fireandaflower.

Itriedit:`ElmoStRose.'

Theman'svoice:'lsthatyourname?'
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Thegirl'svoice:Lethimsleep,it'stheinjection.'

Isavouredthenewname.ElmoStRose.Yes,verydistinctive.{p.130)

か く して 、 これ まで の暗 く重 い独 白は 、 十 一 章 にお い て一 挙 に フ ァ ンタ ジ ー の軽 い 翼 で童 話 の

世 界 へ と舞 い上 が る こ とが で きた。 雄 雄 し き白 鳥 の 王 、 サ ム ソ ン ・ス ワ ンロ ー ドは 、 薔薇 と火 を

意 味 す る、 エ ル モ ・セ ン ト ・ロ ー ズ と名 前 を変 え る こ と に な っ た の だ。St.Elmoは 船 員 の守 護 神

で あ り、 「セ ン ト ・エ ル モ の 火(St,Elmo'sfire)」 は 船 の樒 頭 や 飛 行 機 の翼 に現 れ る放 電 現 象 を

指 す 。 「セ ン ト ・エ ル モ の 火」 と看 護 婦 の名 前 「ロ ー ズ」 を組 み合 わせ て 、 エ ル モ ・セ ン ト・ロ ー

ズ とい う名 前 を考 え た わ け で あ る。 エ ピ ロ ー グ に現 れ る銀 色 の 鎧 の騎 士 に扮 した 男 は 、1年 後 の

サ ム ソ ン ・ス ワ ン ロー ドの姿 、 エ ル モ ・セ ン ト ・ロ ーズ で あ る。 背 の 高 い 、 足 を ひ きず っ た 男 。

あ い 変 らず 端 役 の オ ー デ ィシ ョ ンを受 け、 あ い変 らず 、 断 られ て い る痩 せ た男 。 しか も、 今 度 は

怪 我 を した 足 を引 き摺 っ てい る とい う、 新 た なハ ンデ ィが 加 わ って い る。 オ ー デ ィ シ ョン に落 ち

た 騎 士 は 緋 色 の マ ン トを翻 し、 銀 色 の鎧 姿 の ま ま逃 げ 出 して しま う。 物 語 は また 最 初 に戻 っ た の

だ 。 同 じこ との 繰 り返 し ・ …

NWalkerHamiltonと 今後の展望

最 初 に も述 べ た よ うに、 作 者 のWalkerHamiltonは1969年 に亡 くな っ て い る 。作 品 と して は こ

のADragon'sLifeの 他 に、 処 女 作AddtheLittleAnimals(1968)が あ る が 、 た っ た2作 で 、 彼 を

小 説 家 と して 評価 す る こ とは む ず か しい 。 没 後30年 もた て ぱ忘 れ去 られ る作 家 は 忘 れ られ 、作 品

が本 と して市 場 に 出 回 る こ と も少 な くな る。ADragon'sLifeも ご多 分 に もれ ず 、1970年 に初 版 が

出 、1973年 に ペ イパ ー バ ック版 が 出 た あ と、品切 れ絶 版 状 態 で 、新 し く手 に 入 れ る こ とは 困難 だ。

筆 者 は1973年 ご ろ大 阪 の 書 店 で 、 新 刊 のPenguin版 のAl)ragon'sLifeを 手 に 入 れ た が 、 そ の後 、

こ の作 品 に つ い て 聞 い た こ とは な か った 。 今 回 、 こ の原 稿 を書 くに あ た っ て 、 イ ン ター ネ ッ トで

検 索 した とこ ろ 、ADragon'sLifeの 重 版 は 出 て い な い もの の、AlltheLittleAnimalsの 方 は新 し

くペ イパ ー バ ッ ク版 が 出 て い る こ とが わ か っ た。Indigo版(1998年)が そ れ で あ る 。 そ れ だ け で

な く、 ス ペ イ ン語 版 、 フ ラ ンス 語 版 もペ イ パ ー バ ックで 出 て い た の に は驚 い た。 そ れ らの 表 紙 の

写 真 か らウ ォー カ ー ・ハ ミル トン の処 女 作AlltheLittleAnimalsが 映 画化 され 、 ジ ョン ・ハ ー ト、

ク リス チ ャ ン ・ベ ー ル が 出 演 して い る こ と を 知 っ た 。 お そ ら く、 映 画 が で き た た め に 、 急 き ょ

Indigo版 、 ス ペ イ ン語 版 が 出 され た の だ ろ う。 映 画 化 され た と こ ろ を見 る と、AlltheLittle

Animalsも 短 い作 品 なが ら(Indigo版 で た っ た110頁 で あ る)、 そ れ な りに 注 目 され て い た こ とが

想 像 され る。 しか し、 こ ち ら はADragon'sLafeと は全 く趣 の異 な る恐 怖 小 説 な の で 、 共通 点 を見

つ け る こ と は難 しい。

さ て、ADragon'sLifeは 古 い ピカ レス ク小 説 の形 式 に 、現 代 的 な心 理 を盛 り込 ん だ小 説 と言 え

るが 、主 人 公 の悩 み と、彼 の遭 遇 す る 人 々 の 状 況 は 、 不 思 議 な くらい 現 代 の 日本 の わ れ わ れ の状

況 に似 通 っ て い る。 経 済 不 況 、 高 齢 化 社 会 の 読 者 に と って 、 青 年 の 憧 れ と老 人 の あ きら め の 同居

して い る主 人 公 は と りわ け親 しみ深 く思 わ れ る だ ろ う。作 品 と して は人 生 の裏 街 道 を描 い て い る
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わけだから、決 して明る く軽いものではない。むしろ、厳 しい中でも現実から逃げ出さず生 きて

いる、普通の人々がうまく描かれていることが印象的だ。主人公は 「普通の入々」の生活からは

やや浮いた役者であるが、彼の周 りにあるのが男っぽい力の世界であることが目を引 くし、暴力

が暗示 されていることにも注意を引かれる。

暴力は実は、ウォーカー ・ハ ミル トンの第一作目の小説、AtltheLittleAnimalsの 中心テーマ

でもあったのだ。その主人公は子供のような精神を持った31歳 の青年で、一人前の大人ではなく、

子供のような'mentality'を持つ、いわゆる'idiot'である。語 り手がri(iiot'であるところが、小説の

技巧 となっているが、内容から言えばこれは純然たるホラー、心理的な恐怖小説である。

しかし、二作目のADragon'sLafeで は、暴力は主人公 を脅かしはするけれど、中心ではない。

む しろ、'failure'を自認する軟弱な主人公の、美 しい ものに対する繊細な感性が強調 される効果

をあげている。軽い、喜劇的な気分 も意識的に導入している点は、前作に比べると格段の進歩で

ある。暗い現実からファンタジーへ、諦めから希望へ と、物語が無理な く飛翔できているのは、

多 くの登場人物の中に、ひそかな連帯感のようなものが感 じられるからだろう。サンドイッチや

コーヒーをご馳走 して くれる男たち、屋台の解体作業 を手伝わせて煙草や小遣いをくれる人たち

の描写には、孤独を好んで も孤立は好まない作者の社会観、入間への温かい眼差 しが感 じられる。

この連帯感がこの作品を後世に残すことになるのではないだろうか。

ADragon'sLifeは1970年 にVictorGollancz社 から初版が出、1973年 にペイパーバック版が出た

あと、その後の消息がない。果たしてどうなるだろうか。

注

1)MargaretDrabble(ed.),Qx ,fordCo≫apaniontoEnglishLiterature,RevisedEdition(OUP,1995)の

Picaresqueの 項 参 照 。

2)渡 辺 一 夫 ・鈴 木 力 衛 著 『増 補 フ ラ ンス 文 学 案 内 」(岩 波 文 庫 、1961:1994)よ り。118-9頁 、 「ロ マ ン ・ピ

カ レス ク」 の 項 。

3)テ キス トか らの引 用 は、WalkerHamilton,ADragon'sLife(PenguinBooks,1973)に よる 。

4)四 章 でBudと 入 っ た 町 の小 さ な カ フ ェ の名 前 が 「ハ ー メ ル ンの 笛 吹 き男(ThePiedPiper)」 で あ っ た の

は、 火 事 場 の 場 面 へ の 伏 線 で あ っ た と考 え られ る。

5).日 本 の小 学 校 に あ た るprimaryschoolは 、実 際 に は、infants'schoo1(幼 児 学校)とjuniorschool(初 等

学 校)に 分 か れ てい る こ とが 多 い 。Infants'schoolは5才 か ら7-8才 まで を 対 象 にす る。

6)WalkerHamilton,AlltheLittleAnimals(VictorGo皿ancz,1968:Indigo,1998),pp.23-4.

Summary

WalkerHamiltonwasbornin1934,wrotetwo血pressivenovelsanddiedanearlydeathin1969。

Thisstudyistoconsiderhissecondnovel,ADragon'sLife,andtointroduceWalkerHamiltonthenov-

elist.

ADragon'sLifeisamonologueofanunsuccessfulactornamedSamsonSwanlord.Becausethe・pro-

tagonistisanactor,thisshortnovelisprovidedwi血aprologueandanepilogue,ChapterOneand
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Chapter血e↓ast.Inthesetwochapters,SamsonSwanlord'sauditionscenesarewrittenindramatic

style,thatis,alldescriptivepassagesarewritteninpresenttensejustlikestagedirections.InChapter

Two,SamsonSwanlordbeginshismonologueandtellshowheranawaywiththegoldennylondragon

costameinwhichhewantedtoactforacosmeticadvertisingcampaign.

ADragoガsLifeisamodempicaresquetaleandSamsonSwanlord,aged64,meetsalotofcrude,

hard-working,10nelypeoPleonhisjourney.Hefinallyaccepts血eideatllatheis'whatyoumightcalr

afailureandreturnstowherehelivestobecomeacar-parkattendant.Butwhenhismonologueends,

theepilogueshowsanotherauditionsceneandthestory,withthemagicalswiftnessofafantasy,goes

backtowhereitstarted.

ADragon'sLffeisafairytaleforthosewhohaveayearningmind,too.


